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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 42,784 △6.1 10,397 44.7 4,156 ― 729 ―

21年3月期第2四半期 45,542 ― 7,183 ― △2,828 ― △5,674 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 449.27 57.90
21年3月期第2四半期 △4,004.23 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 112,746 11,273 9.5 5,669.96
21年3月期 129,052 12,702 7.4 4,976.80

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  10,748百万円 21年3月期  9,597百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  

 上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式の配当の状況については、３ページ 
 「種類株式の配当の状況」をご覧ください。 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 575.00 575.00 575.00 575.00 2,300.00
22年3月期 600.00 600.00

22年3月期 
（予想）

600.00 600.00 2,400.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 81,000 △14.3 18,800 12.5 10,300 ― 4,000 ― 2,646.90
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  有  

[(注) 詳細は、９ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。] 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
[(注) 詳細は、９ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。] 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

[(注) 詳細は、９ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。] 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通しは、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した見通しであり、リスクや不確実性を含んでおります。実際の業
績は、様々な要素によりこれらの業績予想とは大きく異なる結果となる可能性があります。業績予想の前提となる条件等については、８ページ【定性的情
報・財務諸表等】「３．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。平成21年５月14日に公表いたしました連結業績予想のうち、通期について本資
料において修正しております。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 1社 （社名 株式会社アッカ・ネットワークス ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 1,447,226株 21年3月期  1,417,994株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  ―株 21年3月期  ―株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 1,433,924株 21年3月期第2四半期 1,416,934株
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(注) 業績予想数値の当四半期における修正の有無 ： 有 

  

種類株式の配当の状況 

 普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳及び配当金総額は以下のとおりで

す。 

 
  
  
  

  

 （参考）平成22年３月期の個別業績予想（平成21年４月１日～平成22年３月31日）

(％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 75,000 △4.6 17,000 17.9 14,500 12.3 9,800 39.3 6,654 56

１株当たり配当金
配当金総額
(年間)第１

四半期末
第２

四半期末
第３

四半期末
期末 年間

第１種優先株式 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円

21年３月期 ― ― ― ― 97,724 18 1,498,437 50 1,596,161 68 40

22年３月期 1,693,437 50 1,693,437 50
169

22年３月期(予想) 1,693,437 50 1,693,437 50 6,773,750 00
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（当第２四半期連結累計期間の経営成績） 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、昨年のリーマン・ショック以降の最悪期を脱し持

ち直しに転じつつあるといわれるものの、実体経済においては、雇用・所得情勢の悪化による消費低迷が

続くなど、景気の先行きは引き続き不透明な状況となっております。また、わが国におけるブロードバン

ド市場は、固定ブロードバンド市場においてFTTHの伸びが徐々に鈍化する一方で、モバイル・ブロードバ

ンド市場においては、3.9世代移動通信システムの導入のための周波数帯の割当や、WiMAXの商用サービス

の提供が開始されるなど、モバイル・ブロードバンドの高速化に向けた動きが進みつつあります。 

このような市場環境の下、当社グループにおきましては、ADSL市場の成熟化により契約数が減少傾向に

ある中、提携ISP・パートナー企業との連携強化により解約抑止に努め既存顧客の維持を図るとともに、

ADSLサービスにおいても長期契約割引等新たなサービスプランを導入し、新規顧客の獲得と解約抑止策の

強化に取り組みました。また、平成21年６月25日付けで完了した連結子会社で同じADSLホールセール事業

を営む株式会社アッカ・ネットワークス（以下、「アッカ」といいます。）との合併により固定ブロード

バンド市場におけるシェア拡大を実現し、スケールメリットによる原価部門のコスト削減を進めるととも

に経営の効率化に取り組みました。 

モバイル事業を営む関連会社のイー・モバイル株式会社（以下、「イー・モバイル」といいます。）に

おいては、量販店におけるネットブックとデータカードのセット販売のほか、中堅・中小企業法人向けの

販売チャネルやテレビ通販など新たな販売チャネルの開拓を行い、契約数を拡大いたしました。また、自

網によるサービスエリアの拡大に加え、首都圏を中心とした地下鉄や地下街のエリア化を重点的に進め、

利便性を高めることにより顧客満足度の向上に努めるとともに、平成21年７月24日より国内では初となる

3.5世代最速の下り最大速度21Mbpsのモバイルデータサービスを開始いたしました。 

  

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの経営成績は、ネットワーク事業におい

てはアッカとの合併に伴い売上高が増加した一方で、デバイス事業におけるイー・モバイルへの端末の販

売が台数の減少に加え単価の低いデータカード中心となったことから、売上高は42,784百万円と前年同四

半期に比べ2,758百万円（6.1%）の減少となりました。営業利益はアッカとの統合による経営の効率化に

より、過去最高の10,397百万円と前年同四半期に比べ3,214百万円（44.7%）増加いたしました。経常利益

はイー・モバイルにおいて契約数増加に伴う売上高の増加により損失幅が順調に縮小したため持分法によ

る投資損失額が改善し、前年同四半期2,828百万円の損失から4,156百万円の利益となりました。これによ

り、四半期純利益は前年同四半期5,674百万円の損失から729百万円の利益となりました。 

  

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。 

なお、モバイル事業を営んでいるイー・モバイルは、平成19年５月31日に連結子会社から持分法適用関

連会社に異動したことから売上高及び営業利益は計上されておりません。 

  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報
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① ネットワーク事業 

（単位：百万円、％）
 

ネットワーク事業におきましては、景気後退の影響により消費者の節約志向が続く中、FTTHとの料金格

差、導入の容易性、サービスエリアの広さなど、ADSLの優位性をいかしたサービスの訴求を行いました。

また、新たにADSLサービスにも長期契約割引を導入するなど、提携ISP・パートナー企業と連携し顧客獲

得施策の促進及び解約抑止策の強化に努めました。平成21年９月末現在におけるADSL契約数は244万契約

となっております。なお、ネットワーク事業には、平成20年９月１日に連結子会社とし、平成21年６月25

日に吸収合併したアッカを含んでおります。 

以上の結果、アッカの売上高が加わったことなどにより、当第２四半期連結累計期間の売上高は36,660

百万円と前年同四半期より8,264百万円（29.1%）増加いたしました。営業利益につきましては、売上高の

増加に加え、合併による原価部門の一体運営、営業・マーケティング部門の統合による営業力の強化及び

経営の効率化によりコストを削減したことなどにより、9,958百万円と前年同四半期より3,370百万円

（51.2%）増加いたしました。 

  

② デバイス事業 

（単位：百万円、％）
 

デバイス事業におきましては、端末の供給先であるイー・モバイルにおける新規契約が、ネットブック

とのセット販売による端末単価の低いデータカードを中心に推移いたしました。また、音声端末及びデー

タカードの新機種導入が重なった前年同四半期に比べ、当第２四半期連結累計期間においては新機種の導

入数も少なく出荷台数が減少いたしました。これらにより、当第２四半期連結累計期間の売上高は6,247

百万円と、前年同四半期に比べ11,496百万円（64.8%）減少いたしました。営業利益につきましては、新

機種導入が少なかったことに伴う端末評価費用の抑制などにより利益率は向上いたしましたが、売上高の

減少により440百万円と前年同四半期に比べ176百万円（28.6%）減少いたしました。 

  

③モバイル事業 

モバイル事業を営むイー・モバイルは、平成21年７月24日より3.5世代では最速の下り最大速度21Mbps

のモバイルデータサービスを開始いたしました。また、昨年より展開している量販店におけるネットブッ

クとデータカードのセット販売によるモバイルデータの顧客獲得が引き続き好調に推移するなど、当第２

四半期連結累計期間の契約純増数は48.8万契約となり、契約純増シェアは24％を確保いたしました。この

結果、平成21年９月末現在における累計契約数は190万契約となりました。また、今期重点的に取り組ん

でいる首都圏における地下鉄エリアの拡大も順調に進捗し、エリアカバー率は48％となりました。なお、

平成21年９月末現在で全国人口カバー率は90.7％となっております。 

前第２四半期 
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

比較増減 ％

売上高 28,395 36,660 8,264 29.1

営業利益 6,587 9,958 3,370 51.2

前第２四半期 
連結累計期間

当第２四半期
連結累計期間

比較増減 ％

売上高 17,742 6,247 △11,496 △64.8

営業利益 616 440 △176 △28.6
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契約数の増加に伴う売上高の増加により四半期毎の損失額が改善し、当第２四半期連結累計期間におけ

る持分法による投資損失は5,133百万円（前年同四半期は9,236百万円の損失）となり、前年同四半期に比

べ大幅に改善いたしました。 

また、イー・モバイルは平成21年６月10日に3.9世代移動通信システムの導入のための特定基地局開設

計画の認定（免許）を受け、同社サービスに使用する周波数帯として、1.7GHz帯で新たに20MHz幅（上り/

下り合計）の周波数割り当てを受けております。 
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（１）資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末の流動資産、有形固定資産及び無形固定資産はそれぞれ73,770百万円、

17,762百万円及び2,939百万円となり、前連結会計年度末に比べそれぞれ12,896百万円、1,550百万円及

び479百万円の減少となりました。流動資産の減少は主に社債償還などによる現金及び預金の減少であ

り、有形固定資産及び無形固定資産の減少は減価償却によるものであります。また投資その他の資産は

18,146百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,509百万円の減少となりました。これは主にイー・モ

バイルの持分法による投資損失の計上などによる関係会社株式の減少（4,947百万円）、及びイー・モ

バイルへの通信設備販売に関する長期未収入金の増加（3,447百万円）によるものであります。これら

の結果、資産合計は112,746百万円となり、前連結会計年度末に比べ16,305百万円の減少となりまし

た。 

 当第２四半期連結会計期間末の流動負債は67,966百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,001百万

円の減少となりました。これは１年内償還予定の社債が1,848百万円増加いたしましたが、短期借入金

が4,800百万円減少したことなどによるものであります。固定負債は33,507百万円となり、前連結会計

年度末に比べ12,875百万円の減少となりました。これは主に社債償還などによるものであります。これ

らの結果、負債合計は101,473百万円となり、前連結会計年度末に比べ14,876百万円の減少となりまし

た。 

 当第２四半期連結会計期間末の純資産は11,273百万円となり、前連結会計年度末より1,429百万円減

少いたしました。四半期純利益を３期振りに計上いたしましたが、剰余金の配当1,763百万円などによ

り残高が減少いたしました。 

  

（２）キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ10,821

百万円減少し、57,720百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、10,502百万円の収入と

なりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益4,632百万円に非資金損益項目である減価償却

費3,818百万円及び持分法による投資損失5,133百万円等を加えたほか、仕入債務の減少1,342百万円

及び法人税等の支払い1,382百万円などによるものであります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、2,347百万円の支出と

なりました。主な支出要因は、ネットワーク事業における通信設備の購入に伴う有形固定資産の取得

2,093百万円及び基幹システム投資に伴う無形固定資産の取得251百万円によるものであります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、18,976百万円の支出と

なりました。主な要因は、社債償還による支出20,762百万円、配当金の支払いによる支出1,763百万

円、割賦債務返済による支出753百万円、短期・長期借入金の借入と返済による純支出913百万円及び

社債発行による収入5,866百万円によるものであります。 

  

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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売上高につきましては、ネットワーク事業においてADSL契約数の純減数の改善により売上高の減少が緩

やかになりつつあり、デバイス事業において端末の供給先であるイー・モバイルの契約数がデータカード

を中心に順調に増加しているものの、引き続き端末単価の低いデータカードの出荷が中心となる見込みで

あることから、当初予想の83,000百万円から81,000百万円に修正いたします。 

一方、ネットワーク事業における売上高の減少が緩やかになりつつあることや、アッカとの合併に伴う

経営の効率化によりコスト削減が順調に進捗していることから、営業利益につきましては当初予想から

2,000百万円引き上げ18,800百万円に修正いたします。また、関連会社のイー・モバイルは順調に契約数

を伸ばしておりますが、契約者層がイノベーター（ヘビーユーザー）層から初心者層へと急激に裾野が拡

大したことにより、ARPU（１加入当りの売上高）の増加が当初予想に比べ緩やかとなり、持分法による投

資損失が当初予想に比べ拡大する見込みです。営業利益の増加と持分法による投資損失の反映により、経

常利益は300百万円引き上げ10,300百万円に修正いたします。なお、当期純利益につきましては前回公表

数字と同額と予想しており、３期振りに通期での黒字を見込んでおります。 

 また、個別通期予想につきましても、連結通期予想に関する既述の要因により、売上高を2,400百万円

引き下げ75,000百万円に、営業利益を1,600百万円引き上げ17,000百万円に修正いたします。営業利益の

増加に伴い経常利益を1,500百万円引き上げ14,500百万円に、当期純利益を2,100百万円引き上げ9,800百

万円に修正いたします。 

  

なお、平成21年５月14日の決算短信で発表しました通期の連結業績予想との差異は以下の通りです。 

①連結通期予想 

 
  

(参考) 

②個別通期予想 

 
  

(注) 上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した見通しであり、リスクや不確実

性を含んでおります。実際の実績は、様々な要素によりこれら業績予想とは大きく異なる結果となる可能

性があります。 

  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A） 83,000 16,800 10,000 4,000 2,701 46

今回修正予想（B） 81,000 18,800 10,300 4,000 2,646 90

増減額（B-A） △2,000 2,000 300 - - -

増減率（％） △2.4 11.9 3.0 - - -

（参考）21年３月期実績 94,467 16,712 △2,590 △9,849 △6,977 21

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（A） 77,400 15,400 13,000 7,700 5,310 78

今回修正予想（B） 75,000 17,000 14,500 9,800 6,654 56

増減額（B-A） △2,400 1,600 1,500 2,100 - -

増減率（％） △3.1 10.4 11.5 27.3 - -

（参考）21年３月期実績 78,623 14,423 12,909 7,034 4,934 73
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連結子会社であった株式会社アッカ・ネットワークスを平成21年６月25日付で当社に吸収合併した

ことにより、連結の範囲から除外しております。 

  

 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定

する方法によっております。繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降

に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計

年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっておりま

す。 

  

（会計基準等の改正に伴う変更以外の変更） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、 「連結財務諸表

に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、 「「研究開発費等に係る会計

基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基

準」（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第

16号 平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」

（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）が平成21年４月１日以後開始する連結会計年

度において最初に実施される企業結合及び事業分離等から適用することができることになったこと

に伴い、当第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用しております。  

  

（表示方法の変更） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき「財務

諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日

内閣府令第５号）が平成21年４月１日以後開始する連結会計年度の期首から適用できることになっ

たことに伴い、当第１四半期連結累計期間より、新たに「少数株主損益調整前四半期純利益」の科

目で表示しております。 

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 57,720 68,541

売掛金 9,439 10,293

商品 350 483

その他 6,274 7,385

貸倒引当金 △14 △36

流動資産合計 73,770 86,666

固定資産   

有形固定資産   

機械設備(純額) 11,464 13,398

その他（純額） 6,298 5,915

有形固定資産合計 17,762 19,313

無形固定資産 2,939 3,418

投資その他の資産   

関係会社株式 6,478 11,425

その他 11,668 8,230

投資その他の資産合計 18,146 19,655

固定資産合計 38,848 42,386

繰延資産 129 －

資産合計 112,746 129,052

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,723 4,064

短期借入金 4,000 8,800

1年内返済予定の長期借入金 1,613 1,000

1年内償還予定の社債 46,648 44,800

未払金 831 1,529

未払費用 4,777 4,766

未払法人税等 2,058 1,446

引当金 － 141

その他 5,316 3,420

流動負債合計 67,966 69,968

固定負債   

社債 16,152 33,000

長期借入金 12,815 9,000

引当金 － 73

その他 4,539 4,309

固定負債合計 33,507 46,382

負債合計 101,473 116,349
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 18,389 18,368

資本剰余金 9,079 7,019

利益剰余金 △16,460 △15,427

株主資本合計 11,007 9,960

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 7 △7

繰延ヘッジ損益 △266 △356

評価・換算差額等合計 △259 △363

少数株主持分 525 3,105

純資産合計 11,273 12,702

負債純資産合計 112,746 129,052
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 45,542 42,784

売上原価 31,082 24,558

売上総利益 14,460 18,226

販売費及び一般管理費 7,278 7,828

営業利益 7,183 10,397

営業外収益   

受取利息 70 36

受取配当金 65 2

その他 20 27

営業外収益合計 155 65

営業外費用   

支払利息 888 1,075

持分法による投資損失 9,236 5,133

その他 42 98

営業外費用合計 10,166 6,306

経常利益又は経常損失（△） △2,828 4,156

特別利益   

負ののれん発生益 － 467

社債償還益 － 238

新株予約権戻入益 2 －

その他 － 123

特別利益合計 2 828

特別損失   

固定資産除却損 11 299

投資有価証券評価損 － 15

事業統合関連費用 293 －

その他 42 38

特別損失合計 345 352

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△3,171 4,632

法人税、住民税及び事業税 2,182 1,973

法人税等調整額 197 1,838

法人税等合計 2,379 3,812

少数株主損益調整前四半期純利益 － 821

少数株主利益 123 92

四半期純利益又は四半期純損失（△） △5,674 729
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△3,171 4,632

減価償却費 3,446 3,818

負ののれん発生益 － △467

社債償還益 － △238

固定資産除却損 11 299

その他の損益（△は益） 7 13

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3 △22

受取利息及び受取配当金 △135 △38

支払利息 888 1,075

持分法による投資損益（△は益） 9,236 5,133

持分法適用会社への未実現利益調整額 △239 △185

売上債権の増減額（△は増加） 8,051 854

たな卸資産の増減額（△は増加） △266 140

その他の資産の増減額（△は増加） 1,527 △3,716

仕入債務の増減額（△は減少） △5,639 △1,342

未払金の増減額（△は減少） 53 △372

未払費用の増減額（△は減少） △779 4

引当金の増減額（△は減少） △110 △214

その他の負債の増減額（△は減少） △232 3,287

小計 12,650 12,660

利息及び配当金の受取額 75 48

利息の支払額 △649 △824

法人税等の支払額 △4,325 △1,382

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,751 10,502

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △25 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

3,186 －

有形固定資産の取得による支出 △2,242 △2,093

無形固定資産の取得による支出 △482 △251

子会社株式の取得による支出 － △2

その他 △13 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 423 △2,347
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △318 △483

割賦債務の返済による支出 △24 △753

短期借入れによる収入 － 17,000

短期借入金の返済による支出 － △21,800

長期借入れによる収入 － 4,220

長期借入金の返済による支出 △1,300 △333

社債の発行による収入 － 5,866

社債の償還による支出 － △20,762

自己株式の取得による支出 － △154

連結子会社の自己株式の取得による支出 △6 －

株式の発行による収入 15 42

連結子会社の自己株式取得指定金外信託への支出 △280 －

配当金の支払額 △1,628 △1,763

少数株主への配当金の支払額 △288 △56

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,828 △18,976

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,347 △10,821

現金及び現金同等物の期首残高 47,619 68,541

現金及び現金同等物の四半期末残高 51,966 57,720
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 該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

(単位：百万円)

 
(注) １ 事業区分の方法 

  事業はグループ各社のサービス内容、特性及び販売市場の類似性等を考慮して区分しております。 

２ 事業区分の内容 

 
  平成19年５月31日にモバイル事業を営むイー・モバイルが連結子会社から持分法適用関連会社に異動した

ことに伴い、当第１四半期連結会計期間よりモバイル事業の売上高及び営業損益は計上されておりませ

ん。 

３ 平成20年９月１日より株式会社アッカ・ネットワークスを連結の範囲に含めており、平成20年９月１日か

ら平成20年９月30日までの損益をネットワーク事業に含めております。 

また、これにより、ネットワーク事業における資産が前連結会計年度末に比べ増加しております。 

その概要は、次のとおりであります。 

  ネットワーク事業関連通信設備等  7,679百万円 

４ 追加情報 

  (有形固定資産の耐用年数の変更) 

 当社は有形固定資産の耐用年数を変更しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ

て、第２四半期連結累計期間のネットワーク事業の営業利益は193百万円増加しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

ネット
ワーク 
事業

デバイス
事業

モバイル
事業

計
消去又は 
全社

連結

 売上高

(１)外部顧客に対する売上高 28,395 17,147 ― 45,542 ― 45,542

(２)セグメント間の内部売上高又は振替高 ― 595 ― 595 (595) ―

計 28,395 17,742 ― 46,138 (595) 45,542

 営業利益 6,587 616 ― 7,203 (20) 7,183

事業区分 主要サービス

ネットワーク事業 高速インターネット接続サービス、ISPサービス、伝送サービス

デバイス事業 デバイスの開発及び販売

モバイル事業 モバイル・ブロードバンド通信サービス等
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当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

(単位：百万円) 

 
(注) １ 事業区分の方法 

  事業はグループ各社のサービス内容、特性及び販売市場の類似性等を考慮して区分しております。 

２ 事業区分の内容 

 
  モバイル事業を営むイー・モバイル株式会社は平成19年５月31日に連結子会社から持分法適用関連会社に

異動したことから、売上高及び営業損益は計上されておりません。 

   

  

  本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありませ

ん。 

  

 海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

ネット
ワーク 
事業

デバイス
事業

モバイル
事業

計
消去又は 
全社

連結

 売上高

(１)外部顧客に対する売上高 36,660 6,125 ― 42,784 ― 42,784

(２)セグメント間の内部売上高又は振替高 ― 122 ― 122 (122) ―

計 36,660 6,247 ― 42,906 (122) 42,784

 営業利益 9,958 440 ― 10,397 ― 10,397

事業区分 主要サービス

ネットワーク事業 高速インターネット接続サービス、ISPサービス、伝送サービス

デバイス事業 デバイスの開発及び販売

モバイル事業 モバイル・ブロードバンド通信サービス等

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累

計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)

【海外売上高】

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累

計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)
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当第２四半期連結会計期間末(平成21年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日

至 平成21年９月30日) 
(単位：百万円)

 
  

  

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

前連結会計年度末残高 18,368 7,019 △15,427 9,960

当第２四半期連結会計期間末まで
の変動額

 新株の発行 21 21 42

 合併による増加 2,193 2,193

 剰余金の配当 △1,763 △1,763

 四半期純利益 729 729

 自己株式の消却 △154 △154

当第２四半期連結会計期間末まで
の変動額合計

21 2,060 △1,034 1,047

当第２四半期連結会計期間末残高 18,389 9,079 △16,460 11,007
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【四半期財務諸表】 

１.四半期個別財務諸表は法定開示におけるレビューの対象ではありません。 

２.「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 改正平成20年12月26日）及び「四半期

財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号 改正平成20年12月26日）を適

用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 

  

（１）四半期貸借対照表 

      (単位：百万円) 

 
  

  

「参考」

当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日)

資産の部

 流動資産

  現金及び預金 57,049 57,927

  売掛金 9,439 6,878

  商品 350 369

  その他 6,119 5,568

  貸倒引当金 △ 14 △ 3

  流動資産合計 72,944 70,738

 固定資産

  有形固定資産 17,762 12,510

  無形固定資産 2,939 1,866

  投資その他の資産

   関係会社株式 50,078 70,502

   その他 11,740 5,532

   投資その他の資産合計 61,817 76,033

  固定資産合計 82,519 90,410

 繰延資産 129 -

 資産合計 155,591 161,148

負債の部

 流動負債

  買掛金 2,723 2,149

  短期借入金 4,000 7,800

  １年内返済予定の長期借入金 1,613 1,000

  １年内償還予定の社債 46,648 44,800

  未払金 825 1,017

  未払費用 4,777 4,344

  未払法人税等 2,053 1,424

  その他 5,315 3,548

  流動負債合計 67,954 66,082

 固定負債

  社債 16,152 33,000

  長期借入金 12,815 9,000

  その他 4,539 5,089

  固定負債合計 33,507 47,089

 負債合計 101,461 113,172
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(注)記載金額は百万円未満を四捨五入しております。 

  

当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日)

純資産の部

 株主資本

  資本金 18,389 18,368

  資本剰余金

   資本準備金 7,040 7,019

   その他資本剰余金 2,039 -

  資本剰余金合計 9,079 7,019

  利益剰余金

   その他利益剰余金

    繰越利益剰余金 26,918 22,950

  利益剰余金合計 26,918 22,950

  株主資本合計 54,385 48,336

 評価・換算差額等

  その他有価証券評価差額金 11 △ 4

  繰延ヘッジ損益 △ 266 △ 356

  評価・換算差額等合計 △ 255 △ 360

 純資産合計 54,130 47,976

負債純資産合計 155,591 161,148
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（２）四半期損益計算書 

  【第２四半期累計期間】 
      (単位：百万円) 

 
(注)記載金額は百万円未満を四捨五入しております。 

  

  

前第２四半期累計期間
(自 平成20年４月１日 
  至 平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日 
  至 平成21年９月30日)

 売上高 42,967 36,782

 売上原価 29,348 20,924

 売上総利益 13,619 15,857

 販売費及び一般管理費  6,809 7,201

 営業利益 6,811 8,656

 営業外収益 151 62

 営業外費用 931 1,246

 経常利益 6,032 7,472

 特別利益 2 1,540

 特別損失 345 224

 税引前四半期純利益 5,689 8,789

 法人税、住民税及び事業税 2,179 1,967

 法人税等調整額 167 1,091

 法人税等合計 2,347 3,058

 四半期純利益 3,342 5,731
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

連結の範囲に関する事項の変更 

① 連結の範囲の変更 

連結子会社であった株式会社アッカ・ネットワークスを平成21年６月25日付で当社に吸収合併

したことにより、連結の範囲から除外しております。 

② 変更後の連結子会社の数 

２社 

  

6. その他の情報
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前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日)  

該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日)  

（共通支配下の取引等） 

１ 結合当事企業の名称及びその事業の内容、企業結合日、企業結合の法的形式、結合後企業の名称

並びに取引の目的を含む取引の概要 

（１）結合当事企業の名称及びその事業の内容 

株式会社アッカ・ネットワークス  電気通信事業 

（２）企業結合日 

平成21年６月25日 

（３）企業結合の法的形式 

当社を存続会社とし、株式会社アッカ・ネットワークスを消滅会社とする吸収合併 

（４）結合後企業の名称 

イー・アクセス株式会社 

（５）取引の目的を含む取引の概要 

両社の完全な経営統合を早期に実現し、営業力の強化及びコスト削減による事業の収益力

の維持・向上、両社の企業価値の最大化を実現することを目的としております。 

２ 実施した会計処理の概要 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）及び「企業結合会

計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12

月26日）に基づき、共通支配下の取引等として処理しております。 

３ 結合当事企業の取得原価及びその内訳 

 

 
４ 株式の種類別の交換比率及びその算定方法並びに交付した株式数及びその評価額 

（１）株式の種類及び交換比率 

株式会社アッカ・ネットワークスの普通株式１株 

 ：イー・アクセス株式会社の普通株式1.54株  

（２）株式交換比率の算定方法 

当社は日興コーディアル証券株式会社を、株式会社アッカ・ネットワークスは株式会社ラ

ザードフレールをそれぞれ第三者機関として選定して株式交換比率の算定を依頼し、その算

定結果をもとに当事者間で協議の上、算定しました。 

（３）交付した株式数及びその評価額 

交付した株式数 29,432株 

交付した株式の評価額 2,193百万円 

(企業結合等関係)

合併直前に保有していた株式会社アッカ・ネットワークスの 
企業結合日における連結財務諸表上の帳簿価額 21,354百万円
企業結合日に交付した当社の普通株式の時価 2,193百万円

  取得原価 23,547百万円
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５ 負ののれん発生益の金額及び発生原因 

（１）負ののれん発生益の金額 

467百万円 

（２）発生原因 

合併に伴い交付した当社株式の時価と減少する少数株主持分の差額を負ののれん発生益とし

て処理しております。 
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